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第6回  宇宙開発利用大賞 

オーシャンソリューションテクノロジー株式会社　水上 陽介

衛星データを活用した漏水リスク管理業務システムの
開発・提供

選考委員会特別賞
第6回 宇宙開発利用大賞 

株式会社天地人　櫻庭 康人

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
①衛星データの継続性を生かした新たな活用法
これまでの衛星データの活用は「一枚で一用途」ということが殆どである。「宇宙水道局」では、地表面温度
のデータや時系列干渉SARなど、衛星が取得する複数のデータをビッグデータとして分析している点が革新
的と言える。

②衛星データ×地上データ
「宇宙水道局」では、衛星データだけでなく、水道事業者が保有している管路情報・漏水履歴、そして様々
なオープンデータも組み合わせてAIによるデータ解析を行う、新しい分析手法を使っている。（同社の独自技
術、特許出願中）

③Web GISによるSaaSの業務ツール
　衛星データは導入コストが高く扱いにくいイメージがあり、実際に使用するには専門知識や専用ソフトウ
エアが必要で、参入障壁は高いものである。「宇宙水道局」では誰でもWebブラウザ上で簡単にビッグデー
タの分析ができ、またビッグデータを扱いながらも極めて軽い動作環境を実現している。さらに漏水リスク評
価結果を活用した調査業務支援・効率化（調査期間80％、調査費用65％削減）を行うことで、宇宙利用のす
そ野を大きく拡大している。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
①国内での実績拡大
・豊田市上下水道局・フジ地中情報株式会社との実証実験を経て、2023年4月に本システムをリリース。豊
田市とは覚書を締結し、さらに7つの水道事業者（福島市、瀬戸市、青森市、前橋市など）に有償で導入し、
実際の調査業務に活用されている。
・自治体向け「水道DX戦略セミナー」を9回開催し、200名以上の方々の参加があった。

②グローバル市場への進出
・東南アジアでは水の管理においては、水源確保、水質改善、高い漏水率などの様々な課題を確認できてお
り、「宇宙水道局」の技術が解決策となり得る。カンボジア・タイ・フィリピンなどで開発支援の基金・団体と
協力して関係構築に取り組んでおり、特にカンボジアでは漏水リスク管理の高度化に向けた試行導入（有
償）を実施中である。
・ヨーロッパ市場においても水道管理の状況が日本と類似しており、インフラ老朽化・技術者不足・予算減
少など、同様の問題を抱えていることが確認できた。また、本システムへの興味も多くの自治体からお寄せ
いただき、トライアル実施に向けて複数の企業と検討を進めている。

３．経済・社会の高度化への貢献
①水道を取り巻く課題
・国内では約130,000km（全体の17.6％）の水道管路が法定耐久年数を超えており、多くの水道管路でメ
ンテナンスが必要である。しかし、従来の路面音聴調査手法では、多額の費用と長い期間を要する。
・さらに、人口減少により税収や自治体職員が減ることで、水道管路の漏水調査や更新時期が遅れ、全国的

に大規模な漏水事故が急増している。

②「宇宙水道局」により期待できる効果
・誰でも簡単に衛星データを活用した水道管の漏水リスク評価ができ、早期に漏水を見つけられるようにす
ることで、水道事業者の効率的な水道管路点検・維持・修繕を支援し、有収率を上げていく。
・漏水リスク評価だけでなく、地図機能や印刷機能などの基本的なGIS機能も備えている。また、分析のイン
プットや、アウトプットの操作画面などを水道事業者ごとにカスタマイズできるよう工夫している。
・本システムで漏水地点の調査・管理を行うことでリスク評価をしているAIの精度をより高め、業務効率化
を継続的に実現できるよう設計している。
・これらより、最大で調査期間80％削減、調査費用65％削減が実証されている。

４．技術への貢献
①独自技術
・本システムは弊社の独自技術で、特許出願中。（特願2023-48636：漏水調査計画支援システム及び方法）
・2022年に豊田市上下水道局・フジ地中情報株式会社と連携して取り組んだ、内閣府の「モデル実証事
業」の成果を技術開発のベースとし、発展させている。

②漏水リスク評価に用いる地表面温度情報
・高頻度・高分解能な地表面温度情報は、2022年に実施された、国土交通省による「SBIRフェーズ２」の研
究開発成果であり、漏水リスク評価に活用している。

③技術面の優位性
・様々なデータと機械学習により、高リスク箇所で高い漏水発見率が示されることが特徴。現在および未来
の漏水リスクを判定することができるため、今起きている漏水に対する緊急調査だけでなく、将来のメンテ
ナンス計画の参考情報として役立つ。
・地表面温度のデータや時系列干渉SARなど、衛星が取得する複数の衛星データをビッグデータとして活
用している。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
①水道DX戦略セミナーの開催や講演活動
・水道事業を担う自治体を対象としたセミナーを9回開催し、これまで200名以上が参加。

②メディアでの取り上げや情報発信
・これまで、日本経済新聞、朝日新聞や読売新聞などの記事での取り上げや、NHK 、テレビ朝日やテレビ東
京などが取材。UchuBizや宙畑などの宇宙関連の主要オンライン媒体でも取り上げられた実績がある。
・また企業として積極的に情報発信をしており、宇宙に関連する情報を調査などして分かりやすくまとめた
上で、noteの弊社ページに約2年間継続して毎週1本以上記事を掲載している。

③積極的なインターンシップ生の受入れ
・社内ではインターンシップ生が多く活躍しており（全社員の約40％）、次世代を担う若者たちと日々切磋
琢磨して事業に取り組んでいる。

衛星データによる漏水箇所の発見という魅力的なテーマであり、漏
水履歴や気象オープンデータといったデータから、漏水をリスクで評価
するという手法で、衛星データを用いることでブラックボックス的な技
術となっていない点が評価できる。
　本システムによる漏水リスク評価の効果は「最大で調査期間80%削
減、調査費65%削減」と削減効果が極めて大きい。また、国内の水道事
業者が有償で導入し、調査業務に活用している例もあり、行政課題の
解決に貢献している。

「天地人コンパス宇宙水道局」は、宇宙とAI技術を融合した水道管の
漏水リスク管理業務システムである。複数の衛星データ、水道管路情
報、漏水履歴、オープンデータを組み合わせ、約100m四方の地区ごと
に精密な漏水リスクをAIが評価する。このシステムを活用することで、水
道事業の効率的・効果的な水道管のメンテナンス及び有収率の向上が
実現可能。既に4つの水道事業者に導入され、その効果を実証している。

１．宇宙開発利用の新たな領域創造への貢献
準天頂衛星「みちびき」等をベースとした高精度測位によって取得
された、漁船の航跡から水産資源評価における重要な指数となる
「漁獲努力量」をAIで判定する取組は、世界初の試みであり、全世界の
漁船に対して適用が可能な技術を開発。携帯の電波が入らない洋上
において、津波等の災危通報や位置情報のなりすましを防止する信号
認証を活用したサービスの提供は革新的である。

２．宇宙開発利用市場の拡大への貢献
高齢化と後継者不足で漁業者数は年々減少している中、トリトンの
矛は国内市場で浸透し始めており、宇宙からの恵みを最大限に活用し
たサービスは漁業効率の向上と産地証明力の向上による魚介類の高
付加価値を支援する。さらに、持続可能な水産資源の活用は世界共通
の課題である為、世界第二位の水揚げを誇るインドネシアにおいて事
業展開を進めており、今後よりグローバルな市場でのビジネス展開を
目指している。

３．経済・社会の高度化への貢献
トリトンの矛は、宇宙開発利用によってもたらされる測位信号やセン
シングデータを用いて、船舶の出港から帰港までの航跡を自動的に収
集し操業情報としてクラウド上に記録される。よって、高齢化が進む国

内の水産業においても簡単に導入することができ、操業から資源評価
までを一気通貫で実現可能。いつ・どこで・誰が漁獲した水産物かを
明確にし、水産物のトレーサビリティへの活用や消費者も安心できる
水産物の購入に繋がる。 

４．技術への貢献
トリトンの矛に搭載されている高精度測位による波高データや各種
センサーから点として収集される観測データは、製品を搭載する漁船
の増加により、点から線へのデータとして幅広く活用価値が向上
する。収集されたデータは当社運用のクラウドへ格納され、要請に応じ
てデータ加工も可能。今後の宇宙開発利用や各種衛星リモートセン
シングデータの相関補正、モデル開発などへの活用に貢献できる。

５．国民理解の増進・人材育成への貢献
漁業者を含む全ての水産関係者に対して、宇宙開発利用によって
もたらされる測位信号やセンシングデータの水産業への有用性を
訴求すると共に、県内の高校・大学への出前授業や新規漁業就労
者に向けた研修会など、主に地域に根差した幅広い年齢層に対する
講演のほか、海を中心とした話題で次世代を担う世代に、「海と
宇宙」への理解を深め、宇宙開発利用に携わる人材の育成に取り
組んでいる。

　これからの管理漁業に向けて重要な取り組みであり、インドネシアなどの海外展開の
期待も大きい。また、水産業のハイテク化に向けた最初のステップとしても重要で今後の
さらなる展開が期待できる。
　「漁獲努力量」をAIで判定する取組は世界初の試みとのことであり、みちびきを初めと
する複数衛星を活用し、ユーザーである漁業者の利便性に寄り添っている点、グローバル
展開が期待できる点が評価できる。
　衛星測位、衛星リモセン、衛星通信をまんべんなく使用した宇宙開発利用の好事例と
言える。

　当社が提供する「トリトンの矛」は、世界の海で活躍する漁業者に対して、GNSS測位に
より自船の航跡を記録し、センシングによって得られた海況情報の提供、漁獲情報の陸上
への伝達と船員の安全確保として通信衛星を活用したサービスを展開している。取得され
た航跡を元に、AIを活用した水産資源評価に資するデータ生成を実行し、測位データを
担保として確実な産地証明を消費者へ届けることで、漁業者と消費者を結びつけている。

資源管理に重要な漁獲努力量の自動取得

操業日誌の自動作成（航跡の自動記録）

問い合せ先 オーシャンソリューションテクノロジー株式会社
TEL： 0956-37-9317　Mail： info@ocean5.co.jp　Web： https://www.ocean5.co.jp/

問い合せ先 株式会社天地人
Mail： info@tenchijin.co.jp Web： https://tenchijin.co.jp/?hl=ja

画面イメージ
（漏水リスク評価表示）

画面イメージ
（調査管理ツール）

天地人コンパス宇宙水道局




